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⑩ 学会報告
1 ) 伊藤雅 賢 ， 黒 崎 文也 ， 西 荒 介 : ポ リ ケ タ イ ド

合成酵素6・hydroxyme llein synthetaseの 諸 性 質

に つ い て . 日 本薬学会第1 12年会 ， 1992 ， 3 ， 福 岡 .

2) 岡 村 昭 治 : 高等植物培養細胞 に お け る 微 小 管 の

挙 動 と チ ュ ー プ リ ン . 日 本薬学会北陸 支 部 第 86 回

例 会 ， 1992 ， 7 ， 金 沢 .

3) 守田雅志， 西 荒介 : 真正粘菌Physαrum polyce

phαlumの産生す る 3 ・ グノレ コ シ ダー ぜの精製 と そ の

性質. 第65回 日 本生化学会， 1992 ， 10 ， 福岡.

4)  Schneider ， S. ， K urosaki ，  F . ， and Nishi ， A .  

Salicylic acid as an endogenous signal of resis

tance induction in plants. The Brighton Confere

nce 1992 ， 1 1 ， Brighton ， Eng1an d .  
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3) 林 利光 ， 森 田 直 賢 ， 林 京 子 ， 小 島 一 郎 : 天

然 由 来抗 ウ イ ノレ ス 剤 の検索(2 ) ス ピノレ リ ナ 熱 水 エ

キ ス の 抗 ウ イ ル ス 作 用 . 日 本 薬 学 会 第 1 1 2 年 会 ，
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本薬学会北陸支部第86回例会， 1992 ， 7 ， 金沢 .
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